
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

令和６年度「高砂の魅力再発見プロジェクト」 

     主催 高砂市民センター 

     共催 宮城野区中央市民センター 

      共催  鶴巻小学校社会学級 

日時:  

 
場所: 高砂市民センター ホール 
講師: 東北福祉大学 准教授 

水本 匡起（みずもと ただき）氏 
定員: どなたでも 100名 
申込: 9月 7日（土）から電話または窓口へ 

～起こりうる自然災害に備える

普段、何気なく歩いている道のわずかな傾斜、わずかな土地の高
低差から過去におきた災害が推測できることがあります。高砂地域
で洪水時、川に運ばれてきた土砂が堆積してできた「自然堤防」の
痕跡がいくつかあることがわかりました。なぜ道が不自然に曲がっ
ているのか、なぜ昔の人はここに家を建てたのかなど先人たちの知
恵を学び地形を知ることで、ハザードマップだけではわからない今
後起こりうる災害リスクとその備えについて考えましょう。 

お申し込み・お問い合わせ 

高砂市民センター TEL022-258-1010 


